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事 業 の 目 的 
 
 
 
 
 
 
 
一般国道１７５号は、明石市を起点に神戸市西区、三木市、西脇市

など東播磨内陸地域を縦貫し、京都府舞鶴市に至る延長約１１８ｋｍ

の幹線道路です。 

一般国道１７５号は、神戸・阪神地域に連なる臨海地域と東播磨内

陸地域を結ぶとともに、中国自動車道、山陽自動車道や第二神明道路

などを相互に連絡する骨格路線であり、阪神･淡路大震災発生直後には、

神戸市街地を迂回して山陽・瀬戸内地域と京阪地域を結ぶ物資輸送路

として重要な役割を果たしました。 

神出バイパスは、一般国道１７５号の神戸市西区神出町域における

延長５．７ｋｍのバイパス道路で、沿線地域間相互の所要時間の短縮、

渋滞交差点の緩和による交通の円滑化、沿線の環境改善および交通事

故に対する安全性の確保、沿線地域の活性化、および高規格幹線道路

を相互に結ぶ骨格道路としての一般国道１７５号の機能強化を目的と

しています。 

・神出バイパス位置図 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・ 国道 175 号における交通の円滑化 

・ 沿線における環境改善および交通安全対策 

・ 沿線地域の活性化 

・ 兵庫県南部地域におけるラダーネットワークの形成 

広域図 

神出バイパス 
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計 画 の 概 要 
 
・起終点 起点）

こ う べ し に し く ひ ら の ち ょ う つ ね も と

神戸市西区平野町常本 

   終点）
こ う べ し に し く か ん で ち ょ う こ そ く の

神戸市西区神出町小束野 

・計画延長 Ｌ＝５．７km 

・幅員  Ｗ＝２５．０m 

・構造規格 第３種第１級 

・設計速度 ８０km/h 

・車線数 ４車線 

・全体事業費 約２２０億円 

計 画 図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
標準断面図 

 
 
 
 
 

 
たいみなみ 

 
たい 

 
ほうせい 

 
きた 

 
こそくの 

 
ひろたに 
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事 業 の 経 緯 及 び 進 捗 
 
１．事業の経緯 

・都市計画決定  昭和５８年１１月 Ｌ＝５．７ｋｍ 
・ 事 業 化  昭和６１年度 
・ 用 地 着 手  昭和６１年度 
・ 工 事 着 手  平成 ５年度 
・ 暫 定 供 用    平成 ８年 ７月１５日 Ｌ＝０．３ｋｍ 

           平成１０年１２月１１日 Ｌ＝０．６ｋｍ 
 
２．事業の進捗 

・ 事業進捗率 ：５０％（暫定 ６０％） 
                    （平成１６年度末現在） 

・ 用地取得率 ：８８％（面積ベース、平成１６年度末現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
たいみなみ 

 
たい 

 
ほうせい 

 
きた 

 
こそくの 

 
ひろたに 
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３．関係機関との調整等 

・ 昭和６１年度に事業化し、主要渋滞ポイントのある神出町田井

を通過するバイパス区間（４工区）を優先的に事業を進めてき

ましたが、公図混乱があり公図整理及び用地買収に時間を要し

ました。 
・ 平成５年度より工事着手し、平成８年から１０年にかけて、バ

イパス区間（４工区）のうち L=０.９㎞について暫定２車供用を
行いました。 

・ その後、残区間（４工区及び５-２工区）において用地買収を進

めるとともに、用地買収済み箇所の改良工事に着手しました。 
しかし、未買収区間において、一部の地権者の同意が得られず、

用地買収が難航し、早期に用地取得を完了させるため平成１６

年３月に事業認定を受けました。 
・ また、一部の区間には、埋蔵文化財が分布しており、発掘調査

等に時間を要しました。 
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事業を取り巻く社会状況 
１．社会的背景 

(1) 沿線地域の人口の推移 

神出バイパスの沿線地域である神戸市西区の人口は、大規模

住宅開発の進展により増加が著しく、兵庫県および神戸市全体

また周辺の明石市、三木市の伸びを大きく上回っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 沿線地域の自動車保有台数の推移 

神戸市西区における自動車保有台数の伸びは、県全体および

神戸市全体、また周辺の明石市、三木市の伸びを大きく上回っ

ています。 
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※神戸市西区は、S58.7 に設置されている。
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(3) 沿線地域の製造品出荷額の推移 

神戸市西区における製造品出荷額等の伸びは、県全体および

神戸市全体、また周辺の明石市、三木市の伸びを大きく上回っ

ています。 
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２．交通状況 

(1) 神出バイパスの沿線の交通状況 

一般国道１７５号の明石市から西脇市にかけての区間の大部

分は既に４車線化されていますが、神出バイパスを含む神戸市

西区の一部区間が２車線で残されています。 
国道１７５号の神戸市西区神出町付近には、２万８千台／日

の交通量があります。（現１７５号と神出バイパス暫定供用区

間の合計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‒

図 国道１７５号（明石市～西脇市）の現在の車線数と交通量の推移 

S60～H11：道路交通センサス 

H14、H17：兵庫国道事務所調べ
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(2) 暫定供用の整備効果 

神出バイパスの暫定供用により、住居密集地区を通過する県道

六分一神出
ろくぶいちかんで

線では、バイパスに交通が転換し、交通量の大幅な減

少効果が現れています。 
  このことから、田井

た い

交差点に接続する県道（Ｂ地点）の渋滞が

解消され、また大型車交通量が約５割減少し、住居密集地区の交通

環境が大幅に改善されています。 

図：住居密集地区での大型車交通量の減少 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 
至明石

至西脇 

H8.10供用 10.12供用     

神出バイパス

田井交差点

（下図Ａ－Ａ断面）                 （Ｂ地点） 

図：神出バイパス暫定供用後の交通量 単位：千台/12ｈ（7:00～19:00） 
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 (3) 神出バイパス沿線の渋滞状況 
暫定供用後も、田井

た い

交差点や老ノ
お い の

口
く ち

交差点では渋滞が慢性化

しています。そのなかでも、田井交差点は主要渋滞ポイントに

指定され、ピーク時には渋滞長が約３ｋｍ生じ、最大通過時間

１３分という状況にあります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 神出バイパス周辺の渋滞の状況 (H17.9.1 兵庫国道調べ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

写真  田井交差点の渋滞状況（三木方向） 写真  田井交差点の渋滞状況（明石方向） ① ②

田井交差点

 

老ノ口交差点 

最大渋滞長 3100m 

 
おいのくち 

 
た い 

最大渋滞長 3.1km、 
最大通過時間 13分 

 



 - 10 - 

(4) 神出バイパス沿線の状況 

【交通事故発生状況】 

神出バイパスと並行する現道１７５号においては、毎年３０件以上

の人身事故が発生し、死傷事故率においては、国道１７５号全線の平

均値を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                出典：兵庫県警察本部 路線別交通事故分析図 
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【環境】 

 １７５号の家屋密集地区では、夜間の騒音レベルが環境基準・要請

限度を超過しています。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真① 田井交差点付近（明石方向） 

環境基準：昼間７０dB、夜間６５dB 

要請限度：昼間７５dB、夜間７０dB 
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【通学路】 

国道１７５号沿線には、神戸市立神出小学校が立地しており、

国道１７５号を含む周辺道路は通学路に指定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 神出バイパス周辺の通学路指定状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真① 狭い路肩を通行する自転車（三木方向）  写真② 狭い路肩を歩く人（三木方向） 
 

しかし、現１７５号の神出町田井
た い

付近は、沿線に住居が密集し、幅員

も狭く、歩道も整備されていません。 
 

 歩道設置延長 歩道幅員 
片側歩道 ０．２㎞ ２．３ｍ 
両側歩道 ０．２㎞ ２．２～２．５ｍ 
歩道なし ５．０㎞  

０．５       ３．２５             ３．２５      ０．５ 
路肩        車線幅員                車線幅員       路肩 

車道部幅員 ７．５ｍ 

神出バイパス区間の現１７５号（L=5.4km） 
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３．周辺における事業等 

□ 西神ニュータウン 
西神ニュータウンは、人が住み、働き、学び、憩うという豊かな

暮らしのできるまちづくりを目指すプロジェクトで、西神住宅団地、

西神南ニュータウン、神戸研究学園都市からなっています。 

このうち西神住宅団地は、神戸市西区の国道１７５号東側に位置

する東西約５㎞、南北約 1.5 ㎞、計画人口約 61,000 人の住宅団地

で、メカトロニクス産業を中心とした先端技術工業団地である西神

インダストリアルパークと一体となって、「職住近接」のニュータ

ウンを形成しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 西神ニュータウンの概要 

西神住宅団地 

事業主体 ： 神戸市（港湾整備局）

計画承認 ： 昭和４５年１２月 

着  手 ： 昭和４６年１１月 

供  用 ： 昭和５７年 ３月 

面  積 ： ６３４ha 

計画人口 ： ６１，０００人 

現況人口 ： ５３，１００人 

      （平成１５年度末） 

西神インダストリアルパーク 

事業主体 ： 神戸市（港湾整備局）

計画承認 ： 昭和４５年１２月 

着  手 ： 昭和４６年１１月 

供  用 ： 昭和５５年 ５月 

面  積 ： ２７５ha 

主な進出企業 

神戸製鋼所、松下電器産業、川崎重

工業、日本電気、神戸グイコ、山崎

製パン、アシックス、シスメックス

国際試薬、コナミ 他 

 
出典：神戸市ホームページより 

 
出典：神戸市ホームページより 

もり 
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４．地域における計画 

神出バイパスは、下記の計画に位置づけられています。 

◆高速道六基幹線軸等の整備［兵庫県］（平成１６年３月） 
県土の骨格となる高速道六基幹線軸とあわせて兵庫づくりの根

幹を支える道路として位置づけ  
◆第４次神戸市基本計画［神戸市］（平成７年１０月） 
広域圏幹線道路として位置づけ   

◆地域戦略プラン「神戸の２１世紀を見据えた福祉と安心・安全・ 
ゆとりのまちづくり」［神戸市］（平成１１年６月） 
増大する交通需要への対応と災害時の代替機能を有する格子状

の広域幹線道路として位置づけ 
◆神戸市復興計画［神戸市］（平成１０年２月） 

    交通ネットワークの整備において格子状道路として位置づけ 
◆神戸市西区 区別基本計画［神戸市］（平成８年３月） 
  区内を円滑に結ぶ防災ネットワークを形成する道路として 
位置づけ 

 

５．要望経緯 

(1)兵庫南東部国道連絡会 

       ○会長：西脇市長 

○主な構成メンバー：神戸市、明石市ほか（１７市６町） 

・平成１７年７月 西脇市長他が国および県選出国会議員に 

対し総会決議要望 

 

 (2)一般国道 175 号整備促進期成同盟会 

○会長：西脇市長 

○主な構成メンバー：三木市、小野市ほか（６市１町） 

  ・平成１７年７月 西脇市長他が完成した三木市小林地区以南の 

早期整備を要望 

(3) 兵庫県 

・ 平成１７年７月 兵庫県が国土交通省に対し「平成 18 年度国の 

予算編成に対する提案」で国道１７５号神出

バイパスの整備促進を要望 

(4) 神戸市 

・ 平成１７年７月 神戸市が国土交通省に対し「平成 18 年度国 

の予算に対する要望」で国道１７５号の整備 

促進を要望 



 - 15 - 

事 業 の 整 備 効 果 
 
１． 国道 175 号における交通の円滑化 

 
(1) 走行時間の短縮 

走行性の高い４車線道路の整備により走行速度が向上し、国道１

７５号を利用しての走行時間が短縮されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 神出バイパス完成による走行時間の短縮 

 

(2) 混雑緩和による交通の円滑化 

現１７５号においては、多くの 

交通がバイパスへ転換することに 

より、渋滞が緩和され、渋滞損失 

時間が４００人・時間/日 削減さ 

れます。 

また、田井交差点における渋滞 

も緩和され、交通が円滑化されま 

す。 

現 在 

供用後 

 

※三木小野ＩＣから玉津ＩＣ間の渋滞損失時間 
            （H17.9.1兵庫国道調べ） 

 

※三木小野ＩＣから玉津ＩＣ間の走行時間（H17.9.1兵庫国道調べ） 

0

100

200

300

400

整備前 整備後

人・時間／時

渋滞の
解消
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２． 沿線における環境改善および交通安全対策 

 
(1) 沿線地域の環境改善 

通過交通がバイパスへ転換することにより、現１７５号及び周辺

道路沿線の神戸市西区神出町内の住居密集地区では、騒音等が軽減

され生活環境が改善されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

環境基準：昼間７０dB、夜間６５dB  要請限度：昼間７５dB、夜間７０dB 
 
 
 
 
 
 

60

65

70

75

80

1 2

（dB)

整備前

整備後

昼間 夜間

整備前後の騒音レベルの変化

要請限度

 
たいみなみ 

 
たい 

 
ほうせい 

 
きた 

 
こそくの 

神戸市西区神出町田井

 
ひろたに 

 

75dB  

73dB 

72dB
 

69dB
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(2) 交通安全の確保 

神出バイパスは中央分離帯と広幅員の歩道が設置された４車

線道路であり、自動車の走行における安全性および歩行者の安

全性が高まります。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現況断面図 

計画断面図 
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３． 沿線地域の活性化 

 
(1) 観光の支援 

神出バイパス周辺には、年間約７０万人の観光客が訪れています。 

神出バイパスは、第二神明道路から周辺観光地へのアクセス道路

の役割を果たし、観光支援に寄与します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 神出バイパス周辺の観光施設、農業体験施設 

芋掘り 

体験学習 

神
出
バ
イ
パ
ス 

三木ホースランドパーク
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４．兵庫県南部地域におけるラダーネットワークの形成 

 

中国自動車道、山陽自動車道、第二神明道路などの東西幹線道路

と一体となってラダーネットワークを形成し、これによって災害時

のリダンダンシーがより強化されます。 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

図 兵庫県南部地域におけるラダーネットワーク（神戸市復興計画 Ｈ7.6 より作成） 
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費用便益比の算定（事業全体） 
 
路 線 名 一般国道１７５号 
事 業 名 神出バイパス 
延 長 ５．７ｋｍ 

 
□便益 

 走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 合 計 

基 準 年 平成１７年度 
基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

670 億円 8 億円 24 億円 

 

702 億円 

 

□費用 

 事 業 費 維持管理費 合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 215 億円 62 億円 276 億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

228 億円 21 億円

 

249 億円 

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

    

   ＝ 2.8               

 
 
 
 
 

 便益の現在価値の合計（Ｂ）
 費用の現在価値の合計（Ｃ）

  702 億円 
  249 億円 

…（Ｂ）

…（Ｃ）



 - 21 - 

費用便益比の算定（残事業） 
 
路 線 名 一般国道１７５号 
事 業 名 神出バイパス 
延 長 ５．７ｋｍ 

 
□便益 

 走行時間 
短縮便益 

走行経費 
減少便益 

交通事故 
減少便益 合 計 

基 準 年 平成１７年度 
基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

592 億円 1億円 23 億円

 

616 億円 

 

□費用 

 事 業 費 維持管理費 合 計 

基 準 年 平成１７年度 

単 純 合 計 107 億円 62 億円 168 億円 

基 準 年 

に お け る 

現 在 価 値 

83 億円 21 億円

 

104 億円 

 

□算定結果 

費用便益比（ＣＢＲ） 

Ｂ／Ｃ＝               ＝ 

    

   ＝ 5.9               

 便益の現在価値の合計（Ｂ）
 費用の現在価値の合計（Ｃ）

  616 億円 
  104 億円 

…（Ｂ）

…（Ｃ）
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コスト削減や代替案立案等の可能性  
 

・ 本道路の計画にあたっては、周辺の土地状況、幹線道路等の接

続、経済性等を勘案の上最適ルート及び道路構造を選定してお

り、また、既に用地取得も８８％完了し、平成８年～平成１０

年にかけてバイパス部 L=0.9 ㎞について２車暫定供用を行うと

ともに、残区間においても一部概成出来ていることから、引き

続き現計画に基づき事業を推進します。 
・ なお、施工にあたっては、コスト縮減に努めながら事業を進め

てまいります。 
・ 本事業のバイパス区間は、大部分が盛土構造となっていること

から、公共工事建設発生土を積極的に活用していきます。 
 



 - 23 - 

対 応 方 針 
 

（１）事業の必要性等に関する視点からの見解 

・ 一般国道１７５号の明石市から西脇市にかけての区間の大部分

は、４車線化されていますが、神出バイパスの区間は２車線で

残されており、混雑度も１．２９（平成１１年道路交通センサ

ス）と高い状況にあります。中でも田井交差点は、最大渋滞長

３.１㎞・最大通過時間１３分と主要渋滞ポイントに位置づけら
れ、渋滞を解消するうえで早期のバイパス整備が望まれていま

す。 
・ なお、残事業の費用対効果は、Ｂ／Ｃ＝５．９となっており、

事業実施の必要性が高い事業であると考えます。 
 
（２）事業の進捗の見込みの視点からの見解 

・ 平成１６年度末時点の用地買収は、約８８％が完了し、平成８

年～平成１０年にかけてバイパス部 L=0.9 ㎞について２車暫定

供用をしています。 
・ 今後、神出

か ん で

町
ちょう

北
き た

地区から同町小束
こ そ く

野
の

地区について平成２０年代

前半の部分供用を行うとともに、残る平野町
ひら の ち ょ う

常本
つ ね も と

地区から神出

町田井
た い

地区についても事業を推進し、平成２０年代後半の全線

供用を目指します。 
 

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性による視点からの見解 

・ 本道路の計画にあたっては、周辺の土地状況、幹線道路等の接

続、経済性等を勘案の上最適ルート及び道路構造を選定してい

ることから、引き続き現計画に基づき事業を推進します。 
・ なお、施工にあたっては、コスト縮減に努めながら事業を進め

てまいります。 
・ また、本事業のバイパス区間は、大部分が盛土構造となってい

ることから、公共工事建設発生土を積極的に活用していきます。 
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◇対応方針（原案） 

【事業継続】 

一般国道１７５号は、兵庫県の瀬戸内臨海部と京都府の日本

海沿岸部を南北に結ぶ幹線道路であり、一般国道２号の自動車

専用道路である第二神明道路、高速自動車国道山陽自動車道及

び中国縦貫自動車道とを相互に連絡する重要な道路です。 
その一部を形成する神出バイパスは、神戸市西区神出町地内

の交通混雑の緩和・交通安全の確保を図り、交通の円滑化を進

めるために早期完成が求められています。 
今後、神出

か ん で

町
ちょう

北
き た

地区から同町小束
こ そ く

野
の

地区について平成２０年

代前半の部分供用を行うとともに、残る平野町
ひら の ち ょ う

常本
つ ね も と

地区から神

出町田井
た い

地区についても事業を推進し、平成２０年代後半の全

線供用を目指します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



チ ェ ッ ク リ ス ト



事業再評価に係る資料

事業名 国道１７５号 神出バイパス 事業種別 二次改築
か ん で

起終点 起点）神 戸 市 西 区 平 野 町 常 本
こ う べ し に し く ひ ら の ち ょ う つ ね も と

事 延 長 ５．７km
業 終点）神 戸 市 西 区 神 出 町 小 束 野

こ う べ し に し く か ん で ち ょ う こ そ く の

の

概 事 業 化 昭和６１年度 都市計画決定 昭和５８年１１月

要

用地着手 昭和６１年度 工事着手 平成 ５年度

全体事業費 約２２０億円

事 一般国道１７５号は、明石市を起点に神戸市西区、三木市、西脇市など東播磨内

陸地域を縦貫し、京都府舞鶴市に至る延長約１１８ｋｍの幹線道路です。

業 一般国道１７５号は、神戸・阪神地域に連なる臨海地域と東播磨内陸地域を結

ぶとともに、中国自動車道、山陽自動車道や第二神明道路などを相互に連絡する

の 骨格路線であり、阪神･淡路大震災発生直後には、神戸市街地を迂回して山陽・

瀬戸内地域と京阪地域を結ぶ物資輸送路として重要な役割を果たしました。

目 神出バイパスは、一般国道１７５号の神戸市西区神出町域における延長５．７

ｋｍのバイパス道路で、沿線地域間相互の所要時間の短縮、渋滞交差点の緩和に

的 よる交通の円滑化、沿線の環境改善および交通事故に対する安全性の確保、沿線

地域の活性化、および高規格幹線道路を相互に結ぶ骨格道路としての一般国道１

７５号の機能強化を目的としています。

位

置

図

 広域図 

神出バイパス 



事業名 国道１７５号 神出バイパス 事業種別 二次改築
か ん で

執行済み額 事 業 費 ： 約１１０億円（進捗率５０％）

事業の進捗状況

事

業

の

進

捗 ・都市計画決定 ： 昭和５８年１１月

・事 業 化 ： 昭和６１年度

・用 地 着 手 ： 昭和６１年度

・工 事 着 手 ： 平成 ５年度

状 ・暫 定 供 用 ： 平成 ８年 ７月 Ｌ＝０．３㎞

平成１０年１２月 Ｌ＝０．６㎞

【調査・設計・施工】

・昭和６１年度に事業着手し、平成５年度には工事に着手し、平成８年～１０

年にかけてバイパス部L=0.9㎞について２車暫定供用を行いました。現在の

況 事業進捗率は５０％です。

・用地については、事業対象面積の約８８％が用地買収を完了しています。

供用目標等今後の事業の見通し

今後、完成供用に向けて事業を進めていく予定である。

 



事業名 国道１７５号 神出バイパス 事業種別 二次改築
か ん で

客観的評価指標

事

業

を

め

ぐ

る

社

会

情

勢

等



事

業

を

め

ぐ

る

社

会

再評価実施時点における評価指標該当項目（定量的評価指標）

勢

１．活 力～円滑なモビリティの確保～

○現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

・神出バイパス並行区間の渋滞損失時間は約６４万人・時間である。等

・当該事業により渋滞損失時間は約９割削減される。

４．環 境～地球環境の保全～

○対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

・神出バイパス対象区間のCO2排出量は約2,096tである。

・当該事業により、CO2の排出量は1,246t（約６割）削減される。

４．環 境～生活環境の改善・保全～

○現道等における自動車からのNO2排出削減率

○現道等における自動車からのSPM排出削減率

・神出バイパス対象区間のNOx排出量は約16.3t、SPMの排出量は約0.7tである。

・当該事業により現道のNOxの排出量は、9.0t（約６割 、SPMの排出量は、0.4ｔ）

（約５割）削減される。



事社 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

業会

を情 神出バイパス沿線地域は、人口あたりの自動車保有台数、及び並行する国道

め勢 １７５号の交通量が大幅に増加している。

ぐ等 平成８年～平成１０年にかけて一部暫定２車線（L=0.9km）で供用を開始し

る ている。

効事 【事業全体】

果業 ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝２．８

分採 （基準年次：平成１７年 検討年次４０年間で算出）

析択

の時 【残事業】

要の ○現在の費用便益比：Ｂ／Ｃ＝５．９

因費 （基準年次：平成１７年 検討年次４０年間で算出）

の用

変対

化効

果

立コ 本道路の計画にあたっては、周辺の土地状況、幹線道路等の接続、経済性等

案ス を勘案の上最適ルート及び道路構造を選定しており、また既に用地取得も８８

等ト ％完了し、平成８年～平成１０年にかけてバイパス部L=0.9㎞について２車暫

の縮 定供用を行うとともに、残区間においても一部概成出来ていることから、引き

可減 続き現計画に基づき事業を推進します。

、 、 。能や なお 施工にあたっては コスト縮減に努めながら事業を進めてまいります

性代 また、本事業のバイパス区間は、大部分が盛土構造となっていることから、

替 公共工事建設発生土を積極的に活用していきます。

案

地 ・兵庫県南東部国道連絡会【西脇市、神戸市ほか（１７市６町 】）

方 ・・・西脇市長他が総会決議要望

公 ・一般国道175号整備促進期成同盟会 【三木市、小野市ほか（６市１町 】）

共 ・・・西脇市長他が完成した三木市小林地区以南の早期整備を要望

等団 ・神出バイパスを通過する県、市等

の体 兵庫県・・・・神出バイパスの整備促進を要望

意 神戸市・・・・国道１７５号の整備促進を要望

見

（原案）事業継続

対 （理由）

応 一般国道１７５号は、兵庫県の瀬戸内臨海部と京都府の日本海沿岸部を南北

方 に結ぶ幹線道路であり、一般国道２号の自動車専用道路である第二神明道路、

針 高速自動車国道山陽自動車道及び中国縦貫自動車道とを相互に連絡する重要な

道路です。

その一部を形成する神出バイパスは、神戸市西区神出町地内の交通混雑の緩

和・交通安全の確保を図り、交通の円滑化を進めるために早期完成が求められ

ています。

今後、神出町北地区から同町小束野地区について平成２０年代前半の部分供

用を行うとともに、残る平野町常本地区から神出町田井地区についても事業を

推進し、平成２０年代後半の全線供用を目指します。




